
　また、東日本大震災に係る公共土木施設の復旧に要する経費のほか、盛土総点検の結果

を受けた調査費や県管理漁港の防波堤の調査費、大雪に伴う除融雪費などについて予算化

○ 　このほか、所要額の精査や事業の執行状況、財源の確定見込み等を踏まえて計数整理を

行うとともに、将来の財政負担に備えて特定目的基金への積立を行い、残高を確保

○

　歳入予算では、県税や地方譲与税、地方交付税などを増額する一方、将来負担の軽減を

図るため、行政改革推進債や臨時財政対策債の発行を抑制するとともに、今後の感染症対

策に備えて財政調整基金の取崩しを一部取り止め、残高を確保

※四捨五入のため積上げと計が一致しない箇所がある

うち 震災対応分 206,614 49,722

（参考）

　平成２２年度以降の震災対応予算の累計は、６兆５，３４７億円（総会計）

　※平成２２年度から令和２年度は最終予算額、令和３年度は２月補正（第１１号）後現計の累計

5,599 55,321 26.8

計（総会計） 1,724,342 1,785,069 △ 42,424 1,742,646 101.1

うち 震災対応分 285 121 △ 14 108 37.7

公 営 企 業 会 計 47,149 45,331 △ 1,639 43,692 92.7

うち 震災対応分 627 120 0 120 19.1

準公 営企業会計 3,868 7,247 34 7,281 188.2

うち 震災対応分 1,971 2,468 134 2,602 132.0

特 別 会 計 409,514 397,401 15,102 412,503 100.7

うち 震災対応分 203,730 47,013 5,479 52,492 25.8

一 般 会 計 1,263,811 1,335,090 △ 55,921 1,279,169 101.2

令和３年度２月補正予算（第１１号）案の概要

Ⅰ　予算編成の考え方

○ 　今回の補正予算は、医療機関等における設備整備や宿泊療養施設の確保、障害福祉施設

等での感染防止対策など、新型コロナウイルス感染症対策に要する経費について予算化

○

Ⅱ　予算規模

（単位：百万円，％）

区　　分
令和２年度
最終予算額

 A

令和３年度予算額 対前年度比較
(B/A)×100現計予算額 今回補正額 補正後予算額 B
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